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論文内容の要旨

本論文は、日本語のヴォイス交替の体系に包括的な分析を与えるような意味構造理論を提案するものである。従来

の研究で言及されながらもその本質が不明瞭なままであった「被影響」の概念(‘affectedness')が自然言語におい

て果たす役割とその形態的な具現化を形式化することを目標とするo 主な主張点は以下の 2点であるo

-制約に基づく文法理論による日本語動詞のヴォイス交替全般への統一的な分析を提示する。

・語葉主義的アプローチから、過不足ない記述力と柔軟な説明力を備えた動詞の意味構造理論を提案する。

本論の分析では、日本語動調の自他交替、複合動詞形成、非動作主主語構文をはじめとする文法現象を形式的に記述

し、使役・再帰・受動というヴォイス体系のなかに整然としたかたちで位置付ける。そこでは、自然言語において広

く観察される非対格性の問題に対してより包括的な分析を与えることが可能になるo本論で提案する理論の特徴の一

つは、素性構造による動詞の意味記述のなかに、語葉意味論において仮定、展開されてきた語葉概念構造 CLexical

Conceptual Structure: LCS)の概念を導入する点であるo LCSによる動詞の意味記述では、それ以上具体化しない

第一義的要素としての意味関数を設定し、それを用いた述語分解の手法を取るため、様々な動詞を意味的な同値クラ

スに分類し、意味の同値類をくくり出せるという利点がある。本論文は、こういった個々の動詞の意味的類似性に注

目した新たな分類手法により、ヴォイス交替や項構造のあり方をより統一的に見直すものである。

第2章では、本論が仮定する理論的枠組みを提示する。まず、主として Sagand Wasow (1999)に基づき、本論

が前提とする辞書 CLexicon)の内部構造を概観する。主辞駆動句構造文法 CHead-drivenPhrase Structure Gram-

mar:HPSG)等に代表される語嚢主義的アプローチでは、変形、移動のような動的操作に代わって、言語の構造が

満たすべき性質は、辞書に指定される豊かな語嚢情報とそこにかかる一般的な制約から静的に決定されるo こういっ

た文法理論において中心的な役割を担う辞書は、階層的な内部構造を備えると仮定され、個々の語葉項目について指

定された語嚢情報は、素性構造によって記述される。また、人間の言語知識と運用能力を考慮すれば、膨大な語葉情

報が、単なる情報の列挙であるとは考えにくい。そこで本論はタイプ階層の概念を採用するo 各々の素性構造が特定

のタイプ指定を受け、タイプ全体が階層構造をなすと仮定することで、語嚢項目問の相互関係を明示的に、かっ経済

的に記述することができる。この語葉階層の概念、に基っ・き、本論文では、以下の理論的な提案を行う。
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-日本語の動詞の項構造情報に基づくタイプ階層を提案する。

• LCSを素性構造による語糞記述に導入し、受動の意味関数AFFECTEDを設けるo

・生成語嚢の枠組み (Pustejovsky1995)で採用されている事象構造と、それに基づく主事象の概念を動詞の意味

構造記述に導入するo

まず、動詞が外項の有無によって二分され、さらに内項の数によって下位分類されると仮定する。項構造素性

ARG-STのなかにEXT、INTという素性を設け、リストの形で外項と内項の有無を記述する。ここで項構造素性

ARG-STの値は「動作主Jr対象」などの具体的な意味役割に言及しなL、。代わって、本論では述語分解的アプロー
チを採用し、 LCSによる動詞の意味記述を行う。従来の研究では、 2つの事象間の因果関係を規定する意味関数と

してCAUSEが広く採用されているが、本論ではそれに加えて新たに受動的に影響を被る個体(=被影響者)とそ

れに影響を与える事象との関係を規定する関数としてAFFECTEDを設ける o これは、 Kuroda(1979)、Gunji

0981、1987、1994)をはじめとする種々の先行研究で言及されてきた「被影響の概念J(‘affectedness' )をLCS

上の関数として導入したものである。従来の研究ではCAUSE関数によって、行為者の視点から能動的な事象を規

定することはできたが、同じ事象を被影響者の視点からとらえる受動的な意味関係へ言及する手段が欠けていた。本

論ではCAUSE関数に加え、 AFFECTED関数を導入することにより、 LCSレベルでのヴォイス交替を捉えること

が可能になる。さらにLCSが複数の事象から構成され、かっそのどちらか一方に焦点が置かれる場合、それが主事

象 (headevent)として語嚢的に指定されると仮定するo 焦点の概念を動調の意味記述に導入することにより、動調

の自他交替や複合動詞の合成にかかる制約の体系的形式化が可能になるo 主事象の指定は、ある特定の副調に与えら

れる解釈に注目することで確認することができる。

(1) a.健が家具を部屋から外に丸一日出した。

b.健が家具を部屋から外に丸一日運んだ。

副調「丸一日」が「出す」を修飾する場合には、家具が部屋の外に置かれた状態が丸一日継続したことをあらわすの

に対し、「運ぶ」を修飾する場合には、健が家具を移動させるという行為のくり返しが丸一日継続したことをあらわ

すという違いがある。これは、「出す」のLCSが結果状態を主事象とするのに対し、「運ぶ」のLCSにはそのような

指定がないと仮定することによって説明される。第3章、第4章の分析ではこの受動の意味関数と主事象の概念が重

要な役割を果たす。

第3章は、日本語の語葉的複合動詞の複合事象構造を取り上げるor動調 (V1)+動詞 (V2)J型複合語の中で、
特にV2に「出すJr出る」を取るものに注目し、その中でもアスペクト形式(=2 a)ではなく、外部への移動の
意味を明示する語嚢的複合動調(=2 b)を分析対象とする。

(2) a.アスペクト形式:走りだす、歌いだす、読みだす、 etc.=統語的複合語

b.外部への移動:押し出す、運び出す、逃げ出す、流れ出す、 etc.=語嚢的複合語

3. 2節では、統語的複合と語嚢的複合の区別を明らかにするo (2 a)のような事象の開始を示す「だす」が統語部

門での操作によってつくられる統語的複合語であるのに対し、(2 b)のような外部への移動を明示する「出す」は

VlとV2のLCSを合成することでつくられ、全体として一語としてふるまう語葉的複合語として区別されること

を主張する。

3.3節では「出すJr出る」が単独で使われる場合に、それぞれ動作主による意図的な行為をあらわす場合(=3 
a)と、非意図的なできごとをあらわす場合(=3 b)に区別されることを示し、以下の 2点を主張する。

(3) a.意図的な行為:健が家具を部屋の外に出す/健が部屋の外に出るetc.

b.非意図的なできごと:風邪で熱を出す/風邪で熱が出るetc.
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-意図的な「出すJr出るJ(= 3 a)のLCSはCAUSE関数を共有し、非意図的な「出すJr出る」の LCS
(= 3 b)はAFFECTED関数を共有する。

「出すJr出る」のLCSはすべて状態変化(特に出現、発生)を示す単純事象「出る」のLCSを含み、その単
純事象を介して相互に密接な関係をもっo

意図的な「出す」のLCSは単純事象の使役化、意図的な「出る」はさらにそれを再帰化(中間化)することによっ

てあらわされる。一方、非意図的な「出す」は単純事象の受動化、非意図的な「出る」はさらにその外項を潜在化す

ることによってあらわされる。このように「出すJr出る」にLCSに基づく下位分類を設けることにより、両者の間
には、従来の自/他動詞の区別では明らかにされていなかったような、使役・再帰・受動のヴォイス交替が成立して

いることが示されるo さらに、 (3b)のような、動作主以外の主語を取る他動調と、非対格自動詞があらわす意味

の近似性を捉えることも可能になる。

3.4節では、「出すJr出る」をV2としてとる語葉的複合動調が、これらの下位分類に対応した語葉規則によっ
て生成されることを論じ、以下の 2点を主張するo

• CAUSEタイプの「出すJr出る」をV2とする複合動詞はV2のLCSの項の 1つに VlのLCSが入り込む関
数適用型の語嚢規則によって生成されるo

• AFFECTEDタイプの「出すJr出る」や単純事象の「出る」をV2とする複合語は、 V2がVlのLCSの情報
をさらに具体化する機能をもっ単一化型の語嚢規則によって生成されるo

本論で仮定する枠組みからの自然な帰結のーっとして、 LCSの合成によって生成される語葉的複合語の複合事象

においては、合成後に主事象が分断されてしまうような場合に複合語の合成が阻止されるという「連続性制約J(Fo-

cus Continuity Constraint : FCC)がはたらくことを主張する。この制約により、従来の研究では未解決であった

「走り出すJや「踊り出す」などの複合語が語嚢的に合成されない理由 (r走って/踊って外に出る」という外部への

移動の解釈をもつことができず、「走り/踊りはじめる」というアスペクトの読みしかないのは何故か)が説明され

るo

第4章は、動作主以外の要素を主語として選ぶさまざまな構文を取り上げ、受動の意味関数AFFECTEDがこれ

らの構文にも統一的な説明を与える有効な概念であることを示す。まず4.2節でDowty(1991)による「プロトタ

イプ的意味役割」を概観し、 4.3節以降は、このプロトタイプ的動作主からは外れるような意味特性をもっ主語を

とる構文を取り上げる。 4.3節は着点 (recipient)主語(=4 a)、4.4節では被影響者 (affectee)主語(=4 b) 

を選ぶ動調を考察するo

(4) a.着点主語:受け付け(係)が客から貴重品を童全豆、健が奈緒美に英語を整色豆etc.

b.被影響者主語:家出した学生が見つかったetc.

( 4 a)の「預かるJr教わる」タイプの動詞は、「閉める/閉まるJr伝える/伝わる」などの自他交替における自
動調と同じ・ar接辞を伴う点で形態的には自動調でありながら、ヲ格目的語を伴う点に特徴がある。本論では、 AF-

FECTED関数をもっ非対格動詞の下位タイプとして内項のみを2つ取る diunaccusativeタイプを設けることにより、

これらの動詞のふるまいに統一的な説明を与えることを提案する o また(4 b)の「見つかる」の LCSもAF-

FECTED関数をもつこと、さらに、 (5)のようにニ格とヲ格を伴う場合が存在することを指摘し、特に(5)の分析とし

て内項を3つ取る triunaccusativeタイプを仮定することを主張する。

(5) 健は先生に隠し持っていたタバコを見つかった。

0・iunaccusativeタイプを設定することの意義のひとつに、ニ格と被害の解釈との相関を適切に予測しうる点があるo
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本論では、 AFFECTED関数の第2項に意図的な活動をあらわす事象が埋め込まれる場合に被害の解釈が生じること

を論じるo その他に「指を切るJr胃に潰傷をつくる」などの所有者主語や、「手をこまねくJr輩建を買う」などの
慣用表現へ本章の分析を適用する可能性に触れる。

第5章は、論文全体のまとめと、残された課題について論じる。本論文では「被影響」の概念を中心に語レベルの

ヴォイス交替を分析対象として取り上げたが、さらに句レベルの現象へ適用する可能性を検討する。 5.2節では、

間接受動 (L、わゆる「被害の受け身J)に触れるo また、 (4a)や(5)には対応する受動文がないという特徴があるが

ド貴重品が受け付けによって預かられた、'英語が健に教わられた)、 LCSにAFFECTED関数を含むものは語嚢情

報として既に受動的意味関係が指定されているため、さらなる受動化がないことがその理由であると考えられる。こ

ういった受動化と受動的意味の関係を探ることも課題のひとつであるo また、同じ「見つかる」を述語として取るも

のでも「健に仕事が見つかった」といった文では、「仕事」ではなく、ニ格の「健」が文法的主語として機能してい

ると考えることができるo こういった場所格主語表現の分析も今後の課題であるo 5. 3節で論文全体をまとめ、

5.4節では今後の展望を2点挙げる。

-言語獲得理論との相聞から本論が提案した意味構造の心理的な実在性を探る。

・他言語(特に類型論的に日本語とは隔たったものとされる言語)の分析への適用可能性を探ることで本論文の提

案の有効性を実証する。

論文審査の結果の要旨

本論文は、日本語のヴォイス交替の現象を分析して、体系化するための意味構造理論を構築することをめざしたも

のであるo これまでヴォイスの現象は統語的な現象として分析されることが多かったが、それを語嚢主義的な立場か

ら見直そうというものであるo 枠組みとしては制約に基づく文法理論である HPSGに基つeき、近年語嚢意味論にお

いて展開されている語葉概念構造 (LCS)の概念を導入して、意味関数による述語分解の手法を用いている D

先ず日本語の動詞を外項の有無、内項の数によりタイプに分けてその階層を提案しているo そして、本論文の最も

オリジナルな点であるが、 LCSの意味関数として VOLITION、CAUSEとともに「被影響JAFFECTEDを導入し

て、この AFFECTEDという関数により動詞の自他交替や複合動調の合成の現象を説明してL、く o また、その際、

動詞の意味記述に複合的な事象構造と主事象という概念を導入する。

その上で、日本語の「押し出す、運び出す」といった移動の意味を持った語葉的複合動詞を分析対照とする。まず

単独の「出すJr出る」の LCSを確定し、その過程でそこに単なる自他の区別ではなく、使役・再帰・受動といった
ヴォイス交替が絡んでいることを明らかにするo次に、詳しく複合動調を分析して、いくつかの制約を提案している。

最後に「教わる」といった着点主語を取る動調、「見つかる」という被影響者を主語に取る動詞、さらには被害受身

などの分析にも AFFECTED関数を用いることで統一的な分析を与えることが出来ることが示される。

本論文は、その理論的立場と主張が明確であり、理論言語学における統語論偏重から語嚢論重視へという流れの中

で展開されてきた枠組みを良く消化した上で、日本語の複合動詞などの現象の分析を通して、理論的な貢献をするこ

とを目指しているo 興味深い言語事実をよく整理して詳しく分析しており、その実証的態度と手堅い理論的再編成に

は好感が持てる。もちろん、分析の中には一部問題点を指摘できる部分もあるし、提案の中心である AFFECTED

という関数の性格およびその有効性をさらに確実なものにする必要がある。またさらに多くの言語現象による検証や、

日本語以外の言語による検証によって、提案されている理論全体の有効性を高めて行く必要もあるo しかし全体とし

て、現象分析および理論の両面に於いて語嚢意味論と日本語研究に対する貢献は明かであり、今後の発展を予想させ

る好論文である。

よって、本審査委員会は本論文を博士(言語文化)の学位を授与するのに十分ふさわしいものであると認定する D
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